
新潟県の土地改良をめぐる情勢

令和７年８月８日

新潟県農地部

「農地部スローガン」



１

（１）農業従事者数の推移

１．農業情勢



２

（２）日本の将来推計人口（出生率中位推計）

１．農業情勢

出典：国立社会保障・人口問題研究所（令和５年推計）

12614.6万人

10808.1万人
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３

（３）農地の未整備状況

１．農業情勢

（単位:ヘクタール）

出典)都道府県別の田畑整備状況(令和５年)農林水産省農村振興局

  ただし、新潟県の数値は農地計画課調べ



４

（４）農地整備の要望状況

１．農業情勢

〇 令和元年以降、要望が増加。地区分割も活用しながら逐次採択。
〇 資材・労務単価の上昇等により、直近５年間の整備単価は約４割増加。

地区数 受益面積(ha) 残事業費(億円)

実施中 144 7,530 994

分割未採択 123 2,722 761

新規要望 53 4,994 1,483

合計 320 15,246 3,238



５

（５）農業水利施設の老朽化の状況

１．農業情勢

〇 受益面積100ha以上の基幹的農業水利施設は1,650施設。令和７年度末で63％が標準耐用年数を超過。
〇 対策が必要な施設は令和６年度末で871施設。453施設が未着手。施設の機能が損なわれないよう、日常

的な維持管理や監視を行うとともに、劣化の進行状況や重要度を踏まえて対策着手時期を検討。

＜令和７年度末の老朽化状況＞

造成区分 全体施設数（A）
標準耐用年数

超過施設数（B）

超過割合

（Ｂ）／（Ａ）

国営 240 184 77%

県営 1,278 773 60%

団体営 132 90 68%

計 1,650 1,047 63%



６

（１）国の予算の推移
＋260億円

２．予算

（出典:農林水産省）



７

（２）県の予算の推移

２．予算

（出典:農地管理課）



【R5/R4】 【R6/R5(見込)】

※土地改良区毎の比率を単純平均
（ ）書きは、全土地改良区の
金額を合算して算定

※R6見込みは令和７年１月末現在

３．土地改良区の経営

（出典:農地計画課）

８

（１）経営分析

【現金預金積立金対前年度比率】（（現金預金＋積立金等）の対前年度比率）



３．土地改良区の経営

〇 新潟県の支出額は全国１位で全国平均の約１０倍。第２位の千葉県と比較しても2.6倍。
〇 電気料金は令和３年頃から高騰し、令和５年４月のピークから下落傾向にあるものの、令和７年５月時

点で高騰前の1.9倍。農業水利施設省エネルギー化対策事業などにより支援。

９

（２）維持管理費

1645

627 535
172

新潟県 千葉県 秋田県 全国平均

土地改良区施設管理費
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【高圧の電力量料金単価等の推移】



３．土地改良区の経営

〇 男女共同参画社会の実現に向けた政府の方針として、令和７年度までに、「女性理事が登用されていな
い土地改良区等をゼロ」、「理事に占める女性の割合を10％以上」が目標。

〇 県としても、地域農業の持続や発展のために、女性の視点を活かし、女性の活躍の場を増やしていくこ
とが重要であり、取組を推進。

〇 その結果、土地改良区（連合）の「理事に占める女性の割合」について見ると、
R4末 0.1％（１土改１名）⇒R5末 1.0％（６土改８名）⇒R6末 2.0％（12土改17名）と

国の目標達成は難しい状況であるものの、着実に増加。
〇 女性理事と女性事務職員が意見交換を行い、事務所内に女性専用の休養スペースの設置につながった事

例も出てきている。
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（３）女性参画

理事に占める女性の割合



４．新たな取組

〇 「棚田県」新潟 日本一の魅力満喫事業を創設。
〇 令和７年度を にいがた棚田みらい元年と位置付け、『棚田日本一』の魅力を

ＰＲし棚田地域の交流人口拡大を通じた活性化を図るため、多様な主体が参画
する「にいがた棚田フォーラム」の立ち上げによる活動方針の検討や、フォト
コンテスト等を実施。

５

背 景

棚田みらいちゃん
＜マスコットキャラクター＞

・ 新潟県は棚田面積の広さや「つなぐ
棚田遺産」の認定数が全国１位の『棚
田日本一』の県

・ 棚田には美しい景観があることに加
え、美しさの背景に歴史・文化などの
ストーリーもあり、新潟の魅力あるコ
ンテンツの一つ

・ 令和６年度末に棚田地域振興法が
改正され、期限延長・充実されたこと
から、棚田の維持保全や地域の持続
的発展のため、未来に向けて総力を
挙げて棚田地域の振興を図りたい

事業内容

①「にいがた棚田フォーラム」の立ち上げ
（「にいがた棚田みらい元年」スタートアップ事業）

② フォトコンテスト
（同上）

③ 棚田みらい応援団
「ガチ棚」の創設

・ ハードワークに特化した活動
・「星峠の棚田」で実施予定

・ 飲食店等と連携した
キャンペーンにトライ

テーマ ～棚田の魅力を活かして～
① 棚田米等の高付加価値化・販路拡大
② 企業・大学とのマッチング
③ 棚田を核としたモデルツアー

・ プレリュードイベント（佐渡市内で開催）
＜田植え、企業連携、高校生アイデアの具現化＞

・ にいがた棚田みらい創造会議（仮称）
（秋頃、十日町市内で開催予定）

＜未来に向けた活動方針を議論＞

言 産

労 官

金 学

にいがた棚田
フォーラム

マスメディア
（県内外）

企 業
（県内外）

県・市町村
地域おこし協力隊

指定棚田地域
振興協議会

県内金融機関 大学
（県内外）

【事務局】新潟県棚田地域振興連絡会議
（県庁内：関係部局で構成）
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令和７年度を「にいがた棚田みらい元年」とし
未来に向かって次の取組をスタート



４．新たな取組

＜ほ場整備を契機とした園芸の取組拡大の状況＞
〇 園芸の導入拡大計画に対して実施が遅延。（R6年度時点で、計画に対する達成率46.3%）
〇 優良事例の創出に向けたモデル支援地区では、暗渠排水の施工状況や栽培経験年数で収量に差。

ほ場整備地区の年度別園芸導入面積

出典）農地整備課調べ
注）対象は、県が新規ほ場整備地区での園芸導入・拡大の方針を示した令和元年度から令和６年度までの新規採択地区
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※ R6実績はR6.12月末現在の見込み面積

○品種・気象条件による生育のばらつき
○ ほ場整備の状況や栽培経験年数による収量差

モデル支援地区の取組（えだまめ）の分析

モデル支援地区への対応

○収量低下の要因分析を踏まえた地域推進チー

ムによる対策指導

○ 暗渠排水整備の促進による生産の安定化

○ 県外優良事例の情報収集・活用

取組の他地区への波及

【対応】
〇 面整備と並行した暗渠排水整備の推進
〇 ほ場整備と併せた機械導入や生産体制

づくり等の総合的な支援

【要因】
〇 限られた事業費の中での暗渠排水整備

の遅れ
〇 栽培技術や労働力、機械導入の不足
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